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研究成果の概要（和文）：白色脂肪組織中に「誘導型」の褐色脂肪細胞を増やす食品由来因子を明らかにするこ
とを本研究の目的とし種々の検討の結果、いくつかの食品由来成分がUCP1をはじめとするマーカー遺伝子やタン
パク質を有意に上昇させることから、褐色脂肪細胞化を誘導することをつきとめた。これらの成果は食品由来因
子による褐色脂肪細胞化誘導を介する新たな肥満予防食品の創製に関する基盤を提供できたものと考えられる。

研究成果の概要（英文）：Induction of brown-like adipocytes in white adipose tissue suggests
a new approach for preventing and treating obesity via induction of thermogenesis aasociated with 
uncoupling protein 1. Here, we demonstrate that several food-derived factors significantly induces 
brown-like adipocytes in cells and mice. These findings may provide insight into browning of white 
adipocytes including the molecular mechanism mediated by food-derived factors and demonstrate that 
food-derived factors have a novel biological function with regard to increasing energy expenditure 
by browning of white adipocytes.

研究分野：食品機能学

キーワード： 食品由来因子
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１．研究開始当初の背景 
哺乳動物の脂肪組織において「褐色脂肪組
織」は脂肪を消費して体熱産生を行い、体温
維持を担う。最近、細胞起源の異なる脂肪前
駆細胞から分化転換する「誘導型」が白色脂
肪組織中に多数出現し、熱産生によりエネル
ギー消費が継続的に増加して体脂肪が減少
することも明らかになっている。 
 
２．研究の目的 
これまでに食品由来因子による糖尿病予
防研究を実施して成果をあげてきた。本研究
はその元凶となる肥満の克服のために、新た
な抗肥満戦略として白色脂肪組織中に「誘導
型」の褐色脂肪細胞を増やす食品由来因子を
明らかにすることを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
褐色脂肪細胞化のモデルとして利用され
るC3H10T1/2細胞とマウス白色脂肪組織由来
の初代培養細胞を用いて比較検討と機序解
明を行った。 
 
４．研究成果 
 種々の検討の結果、いくつかの食品由来成
分が UCP1 をはじめとするマーカー遺伝子や
タンパク質を有意に上昇させることから、褐
色脂肪細胞化を誘導することをつきとめた。
その作用機序としては、PPARγのアゴニスト
として作用することに加えて、褐色脂肪細胞
化に必須の因子である PRDM16 タンパク質の
分解を抑制し半減期を延長することで褐色
脂肪細胞化を誘導していることを明らかに
した。 
 これらの成果は食品由来因子による褐色
脂肪細胞化誘導を介する新たな肥満予防食
品の創製に関する基盤を提供できたものと
考えられる。 
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